
湯
け
む
り
散
歩

荒
　
金
　
陽
　
子

　
例
年
に
な
い
猛
暑
の
つ
づ
く
中
、
盆
明
け
の
十
七
日
の
温
泉
と
地
獄

の
鉄
輪
界
隈
は
観
光
客
で
賑
っ
て
い
た
。

　
覧
古
考
新
の
思
い
で
散
策
に
参
加
し
た
の
だ
が
、
「
聞
い
て
極
楽
、

見
て
地
獄
」
な
ど
と
い
う
物
見
遊
山
の
気
持
ち
で
は
、
最
後
ま
で
頑
張

れ
る
だ
ろ
う
か
と
・
・
・
・
。

　
そ
の
日
（
第
三
日
曜
日
）
は
丁
度
鉄
輪
の
散
策
日
と
重
な
り
、
他
の

グ
ル
ー
プ
と
は
別
に
、
私
達
は
二
組
に
分
か
れ
て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
さ
ん
と
共
に
歩
を
進
め
た
。

　
思
え
ば
昨
年
の
探
歴
で
は
、
北
浜
の
西
本
願
寺
別
府
別
院
を
拝
館
し

た
の
で
し
た
が
、
光
瑞
二
十
二
世
門
主
様
の
終
戦
後
住
ん
で
お
ら
れ
た

跡
地
に
遷
化
な
さ
れ
た
記
念
に
公
園
を
設
立
し
た
。
こ
の
鉄
輪
の
地

（
大
谷
公
園
）
に
今
、
立
っ
た
時
、
大
谷
探
検
隊
の
海
外
へ
の
布
教
に

尽
力
な
さ
れ
た
、
道
筋
・
調
査
な
ど
の
偉
業
が
伺
え
る
思
い
で
す
。

　
大
谷
会
館
で
は
、
遺
品
や
写
真
な
ど
展
示
さ
れ
て
い
た
。
脇
鉄
一
市

長
が
光
瑞
上
人
よ
り
贈
ら
れ
た
両
引
出
し
付
き
机
が
残
さ
れ
て
い
た
。

　
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
さ
れ
る
ま
ま
に
コ
ー
ス
を
楽
し
ん
だ
。

・
鬼
山
ホ
テ
ル
↓
東
郷
青
児
の
絵
画
あ
り
。

・
神
和
苑
↓
露
天
風
呂
（
青
の
湯
）
温
泉
の
色
が
変
わ
る
。

　
み
ゆ
き
坂
・
い
で
ゆ
坂
を
下
り

・
冨
土
屋
↓
国
登
録
有
形
文
化
財
、
リ
ニ
ュ
ー
ウ
ア
ル
さ
れ
「
一
也
百

　
　
　
　
　
（
は
な
や
も
も
）
」
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
る
。

・
熱
の
湯
↓
浮
の
湯
と
も
言
う
。
む
か
し
湯
ぶ
ね
に
朝
日
が
さ
す
と

　
　
　
　
　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
の
名
号
が
浮
い
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
怒
の
温
、
金
の
湯
の
異
名
も
あ
る
。

・
地
獄
蒸
し
釜
↓
江
戸
時
代
よ
り
の
噴
気
利
用
の
炊
飯
施
設
。

・
蒸
し
湯
↓
一
遍
上
人
に
よ
り
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
上
人
が
諸

　
　
　
　
　
国
遊
行
の
時
、
六
字
の
名
号
を
一
字
一
石
に
書
い
て
地
獄

　
　
　
　
　
に
収
じ
、
埋
め
て
温
泉
に
し
た
と
い
う
。
石
菖
を
敷
き
詰

　
　
　
　
　
め
た
石
室
に
蒸
気
を
流
し
病
気
治
療
に
役
立
て
た
。

　
　
　
　
　
旧
蒸
し
湯
跡
地
に
「
む
し
湯
広
場
」
が
あ
り
、
旧
石
室
や

　
　
　
　
　
湯
あ
み
一
遍
上
人
石
像
と
と
も
に
、
野
口
雨
情
の
歌
碑
が

　
　
　
　
　
あ
る
。
「
豊
後
鉄
輪
蒸
湯
の
か
え
り
　
は
だ
に
石
菖
の
香

　
　
　
　
　
が
の
こ
る
」
”

・
渋
の
湯
↓
裏
の
崖
に
滝
湯
の
跡
あ
り
。
石
垣
に
太
陽
の
円
と
三
日
月

　
　
　
　
　
の
穴
あ
り
。
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・
永
福
寺
↓
一
遍
上
人
の
木
彫
坐
像
あ
り
。
秋
の
彼
岸
の
「
湯
あ
み
祭

　
　
　
　
　
り
」
で
住
職
が
お
湯
に
入
れ
る
。

　
永
福
寺
で
話
を
聞
き
楽
し
い
半
日
が
終
わ
っ
た
。

永福寺前の記念写真

市
外
史
跡
探
訪
に
参
加
し
て

松
　
岡
　
謙
一
郎

　
十
一
月
十
六
日
の
天
気
は
、
長
期
予
報
を
含
め
雨
の
予
報
で
し
た
。

し
か
し
、
明
け
方
に
は
雨
も
や
み
曇
り
空
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
行
動

に
は
不
都
合
の
な
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
途
中
豊
前
・
豊
後
国
境
の
石
柱
や
大
河
内
伝
次
郎

の
生
家
跡
等
を
見
な
が
ら
、
予
定
通
り
の
十
時
半
過
ぎ
に
「
福
岡
県
立

求
菩
提
資
料
館
」
に
着
き
ま
し
た
。

　
資
料
館
は
主
と
し
て
豊
前
教
育
委
員
会
に
よ
る
求
菩
提
出
修
験
道
を

中
心
と
し
た
史
跡
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
館
長
さ

ん
に
よ
る
山
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
銅
板
法
華
経
」
（
国
宝
レ
プ
リ
カ
）
、

「
経
筒
」
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
を
は
じ
め
県
指
定
文
化
財
の
仏
像
、

カ
ラ
ス
天
狗
像
、
求
菩
提
修
験
道
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
館
内

を
回
り
山
岳
信
仰
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
山
伏
が
檀
家
を
増
や
す
た
め
に
研
究
し
た
秘
薬
や
山
伏
坊
の
生
活
ぶ

り
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
遺
物
、
古
文
書
等
興
味
深
い
資
料
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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